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	・ 総括責任者は、文部科学省と学校の間でインターンシップ受入れに関する覚書を締結する際の名義人等、学校側の責任者となる方としてください（指導教員、事務担当者等は不可）。
	・ 押印は不要です。
	・ 推薦者が１名の場合でも必ず作成し、推薦者が複数の場合は列記してください。
	・ 第１希望～第２希望の「希望部署名」は、局、課、室の名前をリストから選択してください。必ず課、室まで記入してください。
	・ 氏名が誤ったままで提出された場合、期間中の身分証明書等がそのまま作成されてしまうことがあります。この場合、身分証明等の再作成等には応じられませんので、内容を十分に御確認の上、提出してください。
	・ 連絡責任者は、連絡の窓口となる方としてください（指導教員、事務担当者等）。
	・ 「貴機関での文部科学省インターンシップの取扱いについて」は、単位認定の有無、授業科目名・単位数、学生・生徒の評価方法等について記入してください。
	・ 学部毎に扱いが異なる場合には、全て記載してください。別紙等にまとめていただいても構いません。
	・ 「その他（要望等）」の欄は学校側からの要望等があれば記入してください。
	・ 学生・生徒１名毎に１部作成してください。
	・ 第１希望～第２希望の「各課室等名」は、局、課、室の名前まで含めて全て書いてください(【例】高等教育局 学生支援課)。また、実習形態について、希望する課室等の受入形態の中から希望する実習形態にチェックをしてください。
	・ 受入れを希望する課、室の提示する受入時期・期間内で希望する時期・期間を必ず記入してください。（ただし、原則として、開始日は月曜日（祝日の場合は翌日）、終了日は金曜日（祝日の場合は前日）としてください。）
	・ 希望期間内に出勤できない日がある場合は、忘れずに記入してください。
	・ 最近６か月以内に撮影した履歴書サイズの顔写真（たて４ｃｍ×よこ３ｃｍ）を貼ってください。
	・　各様式（様式１～４）は必ずメールで提出してください。（郵送不可）
	※ 1　【学校名】は送付元の学校名に置き換えてください。
	※ 2　 様式4については、WordをPDFに変換するか、手書きの原稿等をスキャンしてPDFとして提出してください。

	・ メールの容量が５MB程度を超えると受信できない可能性があるため、容量が大きくなる場合は、複数回に分けてメールをお送りください。
	・ メールの件名は、次のとおりとしてください。
	【学校名】文部科学省インターンシップ推薦書等の送付について
	※複数回に分けて送付する場合は、件名末尾に（○／○通）等とつけてください。
	※【学校名】の部分は送付元の学校名に置き換えてください。
	・ 提出先アドレス：　intern@mext.go.jp

